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議
員

３
月
１
日
の
平
和
の

日
記
念
事
業
に
お
け
る
６
年

度
の
実
施
内
容
を
聞
く
。

課
長

禁
野
火
薬
庫
大
爆
発

の
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
の
開
催
や
、

小
・
中
学
生
の
平
和
学
習
の

紹
介
等
を
し
た
ひ
ら
か
た
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ま
た
、
約

３
０
０
０
個
の
平
和
キ
ャ
ン

ド
ル
を
点
灯
す
る
ひ
ら
か
た

あ
か
り

平
和
の
燈
火
と
い
っ
た
大
き

く
３
つ
の
事
業
を
実
施
し
た
。

要
望
等

現
在
も
世
界
で
は

紛
争
に
よ
る
人
道
危
機
や
教

育
機
会
の
損
失
な
ど
が
深
刻

で
あ
る
。
今
後
も
若
者
た
ち

と
と
も
に
平
和
を
願
う
機
会

と
し
て
、
当
該
事
業
の
永
続

的
な
取
組
を
要
望
す
る
。

学校司書

全
校
配
置
に
向
け

財
源
の
確
保
を

議
員

学
校
司
書
配
置
校
で

は
授
業
が
充
実
し
、
学
校
図

書
館
へ
行
く
子
ど
も
が
増
え

た
と
聞
く
が
、
６
年
度
の
学

校
司
書
配
置
状
況
を
聞
く
。

課
長

２５
人
の
学
校
司
書
を

２
校
兼
務
の
形
態
を
交
え
、

全
中
学
校
及
び
２０
小
学
校
へ

配
置
し
た
。

要
望
等

６
年
度
は
２４
小
学

校
で
学
校
司
書
が
未
配
置
で

あ
っ
た
た
め
、
７
年
度
で
は

中
学
校
の
学
校
司
書
を
全
て

小
学
校
へ
配
置
、
移
行
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
り
、
中
学
校

で
司
書
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
全

小
・
中
学
校
へ
の
学
校
司
書

配
置
に
向
け
財
源
措
置
を
行

い
、
各
校
で
読
書
活
動
の
充

実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
の
加
速
化
を

議
員

６
年
度
に
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
が
完
了
し
た

学
校
数
及
び
工
事
に
着
手
し

た
学
校
の
進
捗
を
聞
く
。

課
長

６
年
度
に
１
校
完
了

し
、
同
年
度
に
着
工
し
た
３

校
に
つ
い
て
も
完
了
し
て
い

る
。
７
年
９
月
末
時
点
で
、

小
・
中
学
校
１３
校
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
整
備
が
完
了
し
た
。

要
望
等

９
年
度
ま
で
に
本

市
小
・
中
学
校
の
約
３
分
の

１
を
整
備
す
る
と
い
う
が
、

全
校
整
備
は
長
い
道
の
り
で

あ
る
。
国
庫
補
助
率
の
引
上

げ
は
７
年
度
ま
で
で
あ
る
た

め
、
国
へ
の
財
政
支
援
拡
充

と
期
間
延
長
の
要
望
、
優
先

す
べ
き
学
校
の
的
確
な
選
定

と
整
備
の
加
速
化
を
求
め
る
。

議
員

枚
方
市
駅
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
遠
隔
相
談
窓
口

で
使
用
す
る
リ
モ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
や
機
器
な
ど
の
導
入
費

は
約
８
０
６
万
円
と
あ
る
が
、

利
用
件
数
及
び
毎
月
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
聞
く
。

課
長

６
年
９
月
か
ら
７
年

３
月
末
ま
で
の
相
談
や
手
続

は
８
件
で
、毎
月
の
費
用
は
、

遠
隔
相
談
先
の
端
末
経
費
等

を
含
め
約
１７
万
円
で
あ
る
。

要
望
等

１
か
月
で
一
、
二

件
し
か
利
用
が
な
い
の
な
ら
、

設
置
に
見
合
っ
た
効
果
が
出

て
い
な
い
と
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
現
状
を
分
析
し
、

同
フ
ロ
ア
に
あ
る
図
書
館
や

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
を

図
る
べ
き
と
意
見
す
る
。

市
民
活
力
を
広
げ
る
視
点
で

公
共
施
設
使
用
料
の
検
討
を

議
員

総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
収
入
約
１
億

４
０
２
０
万
円
中
、
駐
車
場

使
用
料
が
約
３
５
５
４
万
円

と
４
分
の
１
を
占
め
る
が
、

料
金
設
定
の
考
え
を
聞
く
。

課
長

市
の
「
来
庁
者
・
利

用
者
用
駐
車
場
の
有
料
化
に

関
す
る
考
え
方
」に
基
づ
き
、

隣
接
す
る
病
院
の
駐
車
場
や

近
隣
駐
車
場
の
料
金
を
参
考

に
設
定
し
て
い
る
。

要
望
等

利
用
者
割
引
や
最

大
料
金
設
定
も
な
く
、
部
屋

の
使
用
料
よ
り
駐
車
場
使
用

料
が
高
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

公
共
施
設
の
使
用
料
は
、
地

域
の
市
民
活
動
を
支
援
し
、

市
民
活
力
を
広
げ
る
視
点
で

検
討
す
べ
き
と
意
見
す
る
。

介護保険
要
介
護
、要
支
援
の
認
定

法
定
日
数
を
守
る
対
策
を

議
員

介
護
認
定
に
要
す
る

日
数
が
、６
年
度
は
平
均
３９
・

９
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
法

に
定
め
ら
れ
た
３０
日
を
超
え

た
主
な
要
因
と
、
日
数
短
縮

へ
の
対
策
を
聞
く
。

課
長

新
規
申
請
件
数
の
増

加
に
よ
り
、
認
定
調
査
員
が

不
足
し
、
調
査
の
着
手
の
遅

れ
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

日
数
短
縮
に
向
け
、
調
査
員

の
募
集
を
行
っ
た
が
、
６
年

度
は
応
募
が
な
か
っ
た
。
７

年
４
月
か
ら
は
４
人
増
員
し
、

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

要
望
等

認
定
ま
で
の
時
間

が
か
か
れ
ば
利
用
者
の
病
状

悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
。
体
制

強
化
後
も
状
況
を
把
握
し
、

必
要
な
対
策
を
求
め
る
。

枚
方
議
会
３
面

０
１
０
１
０
３

井
❶
木
❷
木
❸
井
❹
木
❺
井
❻
木

あか り

「平和の燈火」でキャンドルカップに
火を灯す子どもたち

枚方市駅市民窓口センターでの
遠隔相談窓口利用の様子

議
員

本
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
の
広
告
収
入
は
目
標
額

の
１０
万
円
に
届
い
て
お
ら
ず
、

伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
６
年

度
の
具
体
的
な
取
組
を
聞
く
。

課
長

本
市
Ｐ
Ｒ
大
使
で
あ

る
森
脇
健
児
氏
が
小
学
校
の

授
業
や
給
食
を
体
験
、
紹
介

す
る
動
画
や
、
摂
南
大
学
と

連
携
し
、
学
生
が
地
産
地
消

を
テ
ー
マ
に
メ
ニ
ュ
ー
を
考

案
す
る
動
画
等
を
制
作
し
た
。

要
望
等

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
動
画
発
信
は
、
単
な
る
広

告
収
入
の
増
加
だ
け
で
な
く
、

市
の
魅
力
発
信
や
地
域
と
の

接
続
な
ど
、
多
面
的
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
広
告
戦
略

の
再
設
計
と
動
画
制
作
体
制

の
強
化
を
要
望
す
る
。

万
博
で
得
た
知
見
を
展
開
し

地
域
と
積
極
的
な
連
携
を

議
員

市
は
大
阪
・
関
西
万

博
で
「
み
ん
な
で
選
ぶ
共
創

パ
ー
ト
ナ
ー
賞
」
を
自
治
体

で
唯
一
受
賞
し
た
。
こ
れ
は

ひ
ら
か
た
万
博（
＊
９
）で
の

地
元
と
の
丁
寧
な
連
携
や
支

援
の
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
が
、何
を
大

切
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

課
長

地
元
の
た
め
に
行
政

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
常

に
考
え
、
対
話
や
信
頼
関
係

の
構
築
を
大
切
に
し
て
き
た
。

要
望
等

こ
の
成
果
を
一
過

性
の
も
の
に
せ
ず
、
共
創
の

取
組
を
通
じ
て
得
た
知
見
等

を
他
分
野
の
政
策
形
成
等
に

展
開
で
き
る
よ
う
、
積
極
的

な
地
域
と
の
連
携
の
場
づ
く

り
を
要
望
す
る
。

市 立
ひらかた病院
消
防
と
の
連
携
強
化
で

搬
送
の
受
入
れ
増
加
を

議
員

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

に
お
け
る
救
急
患
者
の
６
年

度
の
受
入
れ
状
況
と
、
５
年

度
と
の
比
較
を
聞
く
。

課
長

５
年
度
の
受
入
れ
患

者
数
は
５
１
７
３
人
、６
年
度

は
４
５
５
１
人
で
あ
る
。
６

年
８
月
ま
で
２
病
棟
を
休
棟

し
、
救
急
事
案
を
断
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ

と
等
が
減
少
の
要
因
で
あ
る
。

要
望
等

急
性
期
病
院
と
し

て
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

病
棟
が
再
開
さ
れ
て
い
く
中
、

消
防
組
合
と
の
定
期
的
な
情

報
交
換
等
に
よ
り
連
携
強
化

を
進
め
る
な
ど
、受
入
れ
要
請

の
件
数
自
体
を
増
や
す
た
め

の
積
極
的
な
取
組
を
求
め
る
。

議
員

公
立
保
育
施
設
等
は

老
朽
化
し
て
お
り
施
設
に
よ

っ
て
乳
幼
児
ト
イ
レ
の
衛
生

面
に
課
題
が
あ
る
。
ト
イ
レ

の
ド
ラ
イ
化
の
状
況
を
聞
く
。

課
長

保
育
施
設
は
１４
施
設

中
、
８
施
設
で
ド
ラ
イ
化
が

完
了
し
、
６
施
設
が
未
導
入

も
し
く
は
一
部
未
導
入
で
あ

る
。
幼
稚
園
は
全
６
園
で
ド

ラ
イ
化
が
完
了
し
て
い
る
。

要
望
等

財
源
が
限
ら
れ
る

中
、施
設
の
改
修
や
修
繕
は
、

緊
急
度
が
高
い
も
の
か
ら
対

応
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、
感
染
症
対
策
の
観

点
か
ら
も
ト
イ
レ
の
ド
ラ
イ

化
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の

整
備
を
要
望
す
る
。

長
尾
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

地
権
者
へ
継
続
し
た
支
援
を

議
員

長
尾
駅
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
権
者
ら

に
よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
６
年
度

に
公
共
施
設
に
係
る
基
礎
的

な
検
討
の
た
め
、
業
務
委
託

を
実
施
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
の
取
組
を
聞
く
。

課
長

基
礎
的
な
検
討
の
成

果
を
基
に
、
よ
り
具
体
的
な

検
討
を
行
う
た
め
、
現
況
測

量
な
ど
を
含
む
調
査
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望
等

地
権
者
に
は
長
期

的
な
検
討
で
苦
労
が
あ
る
と

考
え
る
。
継
続
し
て
地
権
者

を
支
援
し
、
市
の
発
展
へ
と

つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

成年後見制度
市長申立て
支
援
が
広
く
届
く
よ
う

周
知
の
徹
底
を

議
員

成
年
後
見
制
度
に
お

け
る
市
長
申
立
て
は
、
判
断

能
力
が
不
十
分
な
高
齢
者
等

で
親
族
に
申
立
て
の
支
援
が

望
め
な
い
場
合
に
行
う
と
理

解
し
て
い
る
。
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
等
に
係
る
市
長
申
立

て
の
件
数
の
推
移
を
聞
く
。

課
長

４
年
度
が
７
件
、
５

年
度
が
１７
件
、
６
年
度
が
１５

件
で
あ
る
。

要
望
等

全
国
的
に
市
長
申

立
て
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、

本
市
も
今
後
増
加
が
予
測
さ

れ
る
。市
長
申
立
て
の
件
数
は

増
え
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
な

い
が
、
市
長
申
立
て
が
で
き

る
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
に

本
制
度
の
利
用
を
断
念
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、必
要
な
人

に
必
要
な
支
援
を
届
け
る
た

め
同
制
度
の
周
知
を
求
め
る
。

市公式ユーチューブを視聴している様子ドライ化の改修がされた乳幼児トイレ

議
員

全
小
・
中
学
生
に
配

付
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
ア

プ
リ
「
ぽ
ー
ち
」
の
２
つ
の

機
能
、
気
持
ち
の
視
覚
化
の

６
年
度
の
活
用
状
況
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
の
相
談
内
容
を
聞
く
。

課
長

気
持
ち
の
視
覚
化
は
、

小
学
校
２４
校
、
中
学
校
１２
校

で
活
用
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

は
、
友
人
に
関
す
る
こ
と
が

最
も
多
く
、
学
業
や
進
路
に

つ
い
て
等
の
相
談
も
あ
っ
た
。

要
望
等

子
ど
も
は
ど
こ
か

で
心
の
サ
イ
ン
を
発
信
し
て

い
る
。Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
早
期
に
察
知

し
、必
要
な
対
応
を
求
め
る
。

監
査
委
員
の
意
見
取
り
入
れ

８
年
度
の
予
算
編
成
を

議
員

監
査
委
員
に
よ
る
６

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

審
査
意
見
書
の
総
括
で
は
、

①
徹
底
的
な
歳
出
抑
制
及
び

歳
入
確
保
を
図
り
、
新
た
な

施
策
は
必
要
性
を
十
分
考
慮

す
る
こ
と
、
②
投
資
的
事
業

は
、
長
期
の
収
支
見
通
し
を

行
い
事
業
の
見
直
し
も
行
う

こ
と
、
③
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
施
設
総
量
の
最

適
化
を
図
る
こ
と
等
の
記
載

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
指
摘

を
市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長

投
資
的
経
費
の
適
正

化
を
含
め
た
行
財
政
改
革
や
、

人
口
構
成
を
踏
ま
え
た
公
共

施
設
の
適
正
配
置
等
は
、
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
必
要
な
取
組
と
考
え
る
。

要
望
等

住
民
サ
ー
ビ
ス
か

ら
で
な
く
事
務
の
見
直
し
で

経
費
を
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。

８
年
度
予
算
編
成
は
、監
査
委

員
の
意
見
を
心
に
と
ど
め
、取

り
組
む
よ
う
意
見
す
る
。

三栗地域

不
明
水
対
策

着
実
な
推
進
を

議
員

三
栗
地
域
の
不
明
水

（
＊
１０
）対
策
と
し
て
５
年
４

月
に
、汚
水
を
一
時
的
に
貯
留

で
き
る
よ
う
工
事
が
実
施
さ

れ
た
。工
事
か
ら
約
２
年
経
過

し
て
い
る
が
、一
時
貯
留
の
確

認
を
今
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

課
長

マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
設

せ
き

置
し
た
堰
板
に
残
る
水
位
の

痕
跡
調
査
で
確
認
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
す
る
。

要
望
等

大
雨
の
際
、
同
地

域
で
汚
水
が
噴
き
出
た
事
例

が
あ
り
、
雨
が
降
る
た
び
に

心
配
す
る
地
域
の
声
が
あ
る
。

市
民
が
安
心
で
き
る
対
策
の

着
実
な
推
進
を
要
望
す
る
。

議
員

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

は
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で

お
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
収

支
の
改
善
や
利
用
者
の
大
幅

増
加
が
見
込
め
な
い
。
打
開

策
と
し
て
、
ま
ず
は
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
た
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ（
＊
１１
）で
あ
る
と
考

え
る
が
、取
組
状
況
を
聞
く
。

課
長

７
年
１
月
か
ら
８
月

に
か
け
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
運
営
の
導
入
に
向
け
た
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
内
容
の
公

表
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望
等

東
部
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
も
、
当
該

セ
ン
タ
ー
に
ア
ー
バ
ン
ス
ポ

ー
ツ（
＊
１２
）パ
ー
ク
開
設
の

検
討
を
要
望
す
る
。

た
め
池
防
災
テ
レ
メ
ー
タ
ー

府
へ
増
設
の
働
き
か
け
を

議
員

市
内
１６
か
所
の
た
め

池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
３
年
３
月
時
点
で
は
、

４
か
所
に
た
め
池
防
災
テ
レ

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
。

し
か
し
、
６
年
度
ま
で
に
１

台
も
増
設
さ
れ
て
い
な
い
。

本
市
の
対
応
と
設
置
へ
の
課

題
を
聞
く
。

課
長

設
置
主
体
で
あ
る
府

に
早
期
の
設
置
を
要
望
し
て

い
る
が
、
既
設
テ
レ
メ
ー
タ

ー
の
更
新
に
合
わ
せ
、
新
シ

ス
テ
ム
搭
載
の
た
め
池
監
視

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
優
先

さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
設
置

が
進
ん
で
い
な
い
。

要
望
等

迅
速
な
水
防
活
動

の
観
点
か
ら
、
府
に
強
い
増

設
の
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。

地下駐車場

災
害
時
へ
の
備
え
に

早
急
な
水
害
対
策
を

議
員

他
市
で
は
地
下
駐
車

場
に
大
量
の
雨
水
が
流
れ
込

み
、
多
く
の
車
が
水
没
す
る

被
害
が
あ
っ
た
。
本
市
の
岡

東
町
自
動
車
駐
車
場
も
、
地

下
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

が
、
水
害
対
策
を
聞
く
。

課
長

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置

し
、
災
害
等
へ
の
備
え
と
し

て
建
物
総
合
損
害
保
険
に
加

入
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ハ

ー
ド
整
備
も
含
め
た
水
害
対

策
の
調
査
等
を
進
め
て
い
く
。

要
望
等

設
置
の
ポ
ン
プ
は

排
水
能
力
が
弱
く
、
冠
水
等

に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い

と
聞
く
。
有
事
に
備
え
、
市

有
地
下
駐
車
場
の
総
点
検
を

行
い
、
止
水
板
の
設
置
等
、

早
急
な
対
策
を
要
望
す
る
。

ＳＮＳ相談アプリ
「ぽーち」の画面イメージ野外活動センター

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況

健
全
な
運
営
の
維
持
を

上
森
太
一
郎

分
林
義
一

奥
野
美
佳

長
友
克
由

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
令
和
６
年
度
の

決
算
は
、
実
質
収
支
で
黒
字

に
な
っ
た
が
、
単
年
度
収
支

で
は
赤
字
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
一
般
会
計
は
、
前
年
度

に
比
べ
、
歳
入
は
国
庫
支
出

金
や
市
債
が
減
少
し
、
歳
出

は
扶
助
費（
＊
１
）や
人
件
費

が
増
加
し
た
も
の
の
補
助
費

等
や
事
業
経
費
が
減
少
し
た

た
め
全
体
で
は
減
少
し
た
が
、

実
質
収
支
が
前
年
度
を
下
回

り
、
単
年
度
収
支
は
２
年
連

続
赤
字
と
な
っ
た
。

市
税
収
入
は
、
住
民
税
定

額
減
税
に
よ
り
個
人
市
民
税

が
減
少
し
、今
後
の
見
通
し
も

納
税
義
務
者
の
減
少
を
考
え

る
と
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

大
規
模
な
投
資
的
経
費
が

示
さ
れ
て
い
る
中
、
金
利
上

昇
の
影
響
や
物
価
高
騰
等
に

よ
る
経
費
の
増
加
な
ど
、
財

政
状
況
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
、今

後
も
収
支
均
衡
を
基
本
と
し

た
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
将

来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
す
る
た
め
、
1
財

政
状
況
や
社
会
情
勢
等
を
見

極
め
つ
つ
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
を
受
け
る
市
民
等
へ
必

要
な
支
援
の
実
施
、
2
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
４
に

掲
げ
る
行
財
政
改
革
の
着
実

な
推
進
と
新
た
な
施
策
を
実

施
す
る
際
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
十
分
な
考
慮
、
3
財
政

調
整
基
金
等
へ
の
計
画
的
な

積
立
て
、
4
長
期
の
収
支
見

通
し
を
行
っ
た
上
で
の
将
来

負
担
に
十
分
留
意
し
た
投
資

的
事
業
の
実
施
や
見
直
し
、

5
持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
、目
指
す
配
置

を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
適
切
か
つ
着
実

な
推
進
―
な
ど
を
要
望
す
る
。

議
員

ア
ラ
イ
グ
マ
は
気
性

が
荒
く
、攻
撃
的
な
行
動
を
取

る
動
物
で
あ
り
、
農
業
被
害

や
家
屋
へ
の
侵
入
な
ど
の
生

活
被
害
が
増
え
て
い
る
。過
去

３
年
間
の
市
内
で
の
捕
獲
件

数
及
び
捕
獲
器
貸
出
し
等
に

係
る
委
託
料
の
推
移
を
聞
く
。

課
長

４
年
度
は
９８
頭
で
約

３
０
３
万
円
、
５
年
度
は
１

０
８
頭
で
約
３
８
２
万
円
、

６
年
度
は
１
７
２
頭
で
約
５

２
２
万
円
で
あ
る
。

要
望
等

捕
獲
件
数
は
年
々

増
え
、
個
体
数
が
増
え
続
け

る
と
、
被
害
の
拡
大
や
委
託

料
の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
。

人
と
自
然
の
共
生
に
向
け
、

理
解
促
進
へ
の
取
組
と
防
除

対
策
の
周
知
を
要
望
す
る
。

結婚等新生活
支 援 事 業
若
者
世
帯
の
定
住
へ

効
果
的
な
政
策
展
開
を

議
員

新
婚
夫
婦
等
を
応
援

す
る
結
婚
等
新
生
活
支
援
事

業
は
、少
子
化
対
策
の
ほ
か
、

転
入
・
定
住
促
進
政
策
と
し

て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

効
果
検
証
の
取
組
を
聞
く
。

課
長

６
年
度
に
結
婚
等
新

生
活
支
援
補
助
金
申
請
者
へ

実
施
し
た
調
査
で
、
約
２６
％

が
他
市
へ
の
居
住
も
検
討
し

た
中
で
同
補
助
金
が
本
市
に

住
む
理
由
の
ひ
と
つ
に
な
っ

た
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
５

年
度
に
２
〜
４
年
度
の
同
補

助
金
受
給
者
へ
実
施
し
た
調

査
で
は
、
約
８４
％
が
本
市
に

住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
た
。

要
望
等

引
き
続
き
転
入
・

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
効
果

的
な
政
策
を
模
索
し
、
よ
り

一
層
の
充
実
を
要
望
す
る
。

ひ
と
り
親
支
援
の
周
知
で

経
済
的
自
立
の
後
押
し
を

議
員

ひ
と
り
親
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
事
業
で
は
、

相
談
や
講
習
会
を
通
じ
て
、

技
能
の
習
得
や
就
職
が
実
現

し
た
人
数
が
６
年
度
は
２０
人

と
、
目
標
を
超
え
る
成
果
が

出
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金（
＊

１３
）を
受
給
し
、正
規
雇
用
で

就
職
し
た
人
数
を
聞
く
。

課
長

同
給
付
金
を
受
給
し

６
年
度
に
卒
業
し
た
の
は
９

人
で
あ
り
、
う
ち
７
人
が
正

規
雇
用
で
就
職
し
た
。

要
望
等

ひ
と
り
親
の
経
済

的
自
立
を
後
押
し
す
る
本
事

業
の
引
き
続
き
の
周
知
と
、

利
用
者
の
さ
ら
な
る
増
加
に

向
け
た
取
組
を
要
望
す
る
。

委
員
の
意
見
を
踏
ま
え

安
定
し
た
財
政
基
盤
を

決
算
特
別
委
員
長

に

ふ

ま
こ
と

丹
生

真
人

本
特
別
委
員
会
で
は
、

５
日
間
に
わ
た
り
各
委
員

か
ら
熱
心
な
質
疑
が
行
わ

れ
、
多
く
の
有
意
義
な
意

見
や
提
言
が
な
さ
れ
ま
し

た
。こ

う
し
た
数
々
の
意
見

や
提
言
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
今
後
も
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

平
成
２３
年
初
当
選
、
現

在
４
期
目
、
公
明
党
議
員

団
所
属
、
第
７３
代
議
長
、

監
査
委
員
等
を
歴
任
。

アライグマ

市
民
負
担
増
に
つ
な
が
る

４
会
計
の
認
定
に
反
対

広
瀬
委
員

賃
上
げ
が
物
価

高
に
追
い
つ
か
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
り
支
え
る
施
策
の

実
施
が
求
め
ら
れ
た
。
６
年

度
は
子
育
て
支
援
と
枚
方
市

駅
周
辺
再
整
備
が
最
重
点
施

策
と
し
て
示
さ
れ
た
が
、
超

高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
、

高
齢
者
支
援
を
中
心
に
据
え

た
取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

一
般
会
計
は
1
公
費
で
の

支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か

疑
問
で
あ
る
万
博
無
料
招
待
、

2
定
員
増
が
行
わ
れ
な
い
保

育
施
設
、
3
教
職
員
不
足
に

よ
り
不
完
全
実
施
で
あ
る
ダ

ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加
配（
＊
５
）、

4
９
か
月
に
わ
た
る
教
育
長

の
不
在
、
5
利
用
が
少
な
い

市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ

ア
の
リ
モ
ー
ト
相
談
窓
口
、

6
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
残

る
ひ
ら
か
た
万
博（
＊
９
）、

7
不
十
分
な
高
齢
者
の
外
出

支
援
―
な
ど
の
問
題
点
が
あ

り
、決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
府
下
統
一
保
険
料

が
実
施
さ
れ
、
高
額
な
保
険

料
と
な
る
問
題
点
が
あ
り
、

介
護
保
険
特
別
会
計
は
介
護

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
保
険
料
と
窓
口
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

３
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に

反
対
す
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
会
計
の

決
算
認
定
等
に
賛
成
す
る
。

財
政
運
営
の
安
定
維
持
求
め

全
会
計
の
認
定
等
に
賛
成

小
池
副
委
員
長

物
価
高
騰

等
の
影
響
で
、
一
般
会
計
の

単
年
度
収
支
が
２
年
連
続
で

赤
字
と
な
る
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
っ
た
が
、
総
合
的
に

判
断
し
、
全
会
計
の
決
算
認

定
等
に
賛
成
す
る
。

し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
等
に
よ
る
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
を
考
慮
す
る
と
、

市
税
全
体
の
見
通
し
は
厳
し

い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の

増
加
に
加
え
、
大
規
模
な
投

資
的
事
業
や
児
童
相
談
所
の

設
置
な
ど
大
き
な
財
政
負
担

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
の
取
組

で
は
な
く
、
抜
本
的
な
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
、
経
常

収
支
比
率（
＊
３
）を
改
善
し
、

財
政
の
健
全
化
を
要
望
す
る
。

個
別
の
施
策
で
は
、
1
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

財
源
確
保
、
2
ひ
ら
か
た
万

博（
＊
９
）で
得
た
知
見
の
他

分
野
へ
の
展
開
、
3
枚
方
市

駅
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
増
加
の
取
組
、4
地
域
活

性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

促
進
、
5
持
続
可
能
な
権
利

擁
護
支
援
の
効
果
検
証
、
6

児
童
育
成
支
援
拠
点
の
拡
充
、

7
全
市
民
に
開
か
れ
た
公
園

整
備
、8
不
登
校
児
童
・
生
徒

と
保
護
者
支
援
、9
市
立
ひ
ら

か
た
病
院
の
経
営
立
て
直
し
、

10
下
水
道
管
路
の
計
画
的
な

点
検
や
調
査
―
等
を
求
め
る
。

※ 答弁者は、役職名（一部）を記載しています。例：▶課長…危機管理政策課長、土木政策課長、教育政策課長など

＜ ３ ＞ 令和８年（２０２６年）１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３６０号


